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本号の『扉』には，宮古島で診療されている竹井太先生の「離島からのラブコー

ル」が掲載されている．宮古島での「地にまみれながら」の医療の魅力が伝わってく

るし，竹井先生の座右の銘である「生きて活きて逝ききる」という言葉も含蓄があ

る．言わずもがなであるがどこでも高齢者が増えて，確かに「逝ききる」意味を考え

るべきというのは言い得て妙だと思う．

宮嶋雅一先生の「髄液の産生と吸収の再考」も大変読み応えのある総説になってい

る．髄液の産生と吸収，循環に関して歴史的報告を逐一踏まえながら，現在の考え方

への変遷がわかりやすく説明されている．脳室およびくも膜下腔と脳実質間の水や物

質の交通が比較的自由であり，「髄液も組織間液も両者は連続して，細胞外液を構成

している」ことは，脳腫瘍治療のための convection-enhanced delivery（CED）を行って

いると確かに実感として納得できる．脳内血腫のように血腫溶解に時間がかかり，周

囲の脳組織が破壊されている状況では血腫の吸収にそれなりの日数がかかる．しかし

CEDでは，周囲脳組織を破壊せず細胞外腔に“対流を起こす”ように持続陽圧で薬液

や造影剤を注入するため，水溶性薬剤は思いのほか速やかに脳内からクリアランスさ

れる．脳は実質臓器であり，細胞外腔の bulk flowを意識する機会は少ないが，細胞外

液はやはり髄液や組織間液と容易に通じていると思われる．宮嶋先生のご努力に感謝

したい．

研究論文 2編は，「変性すべり症を伴った腰部脊柱管狭窄症」と「80歳以上の症候

性内頚動脈狭窄症」についての減圧術あるいは内膜剝離術の治療成績を述べたもので

ある．いずれも基幹病院における長期の手術結果を解析したもので，retrospectiveな

研究であることや，症例数が限られるなどの制約はあるものの，自分たちの実臨床の

結果を丹念に解析している．世界規模あるいは全国規模のスタディから導かれる

evidence-based medicineも大切かもしれないが，まず自分たちの実践の結果を日本語で

あっても世に問い，“自分たち”の medicine-based evidenceを得ることもまた重要であ

る．そのような論文を掲載するのも本誌の役割であると思う．

他に稀少例や新たな診断法などを記載した興味ある症例報告が 5編，シリーズ・連

載の原稿が 2編掲載されている．著者の先生方に感謝致します．
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